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源氏物語を歩く
－平安宮をめぐって－

造酒司倉庫跡

宮中で使用される酒を製造

する役所が造酒司です。その

倉庫跡が見つかっています。

京都市考古資料館

平安京跡出土の遺物や遺跡

写真を展示しています。特別

展示「紫式部が生きた京都」

が平成21年1月31日まで開催されています。

平安京創生館（京都アスニー）

平安京の千分の一模型が展示さ

れています。特別展示「源氏物語

と平安京」が平成20年10月18日か

ら11月17日まで開催されています。

豊楽殿跡

天皇が御して国家的な饗宴

が行なわれる施設が豊楽院で、

その正殿が豊楽殿です。発掘

調査によって、基壇や礎石据

付、階段跡などが検出され、

豊楽殿の規模が判明しました。

国の史跡に指定されています。

大極殿北面回廊跡・ 朝堂院大極殿跡

大極殿の位置を復元

する定点となった基壇

の化粧石が発見されま

した。調査成果に基づ

き「大極殿遺蹟の碑」

の位置を復元すると、

大極殿の北にあった昭

慶門の西側回廊の上に

建っています。



内酒殿跡

内裏

に供す

る酒を

造る役

所です。

発掘調査

で井戸が

見つかり、

内酒殿から食料を請求す

る木簡が出土しました。

弘仁元年（810）10月18

日の暦日を記しています。

内裏弘徽殿跡

後宮の

中でも重

要な殿舎

とされて

い ま す 。

源氏物語では、朱雀院の母

の弘徽殿の女御が住んでい

ます。女御は光源氏の母で

ある桐壺の更衣をいじめ、

死に至らしめます。そんな

場所としてふさわしいと式

部は想定しました。

内裏淑景舎跡（桐壺）

内裏承明門跡

内裏内郭回廊跡

内裏は内外二重の郭に囲ま

れていて、内側を内郭回廊と

呼びます。衛士が厳重に警護

していました。西側の内郭回

廊基壇の化粧石や雨落溝など

が検出され、

国の史跡に

指定されて

います。

内裏蔵人所町屋跡

清涼殿の西南に置かれた蔵人所とその関連施

設。蔵人とは天皇の側近でした。発掘調査で、

基壇の高まりと雨落溝が検出されています。

内裏清涼殿跡

天皇の居所です。南半分が公

的施設で、北半分が私的生活の

場所でした。源氏物語では、光

源氏の元服を清涼殿の東庇で行

なっています。

後宮七殿五舎の一つで、庭に桐が植わっ

ていました。内裏では、清涼殿からもっと

も離れた東北角にあります。源氏物語では、

桐壺の更衣の居所をここに想定し、后とし

ての身分の低さを表わしました。

内裏内

郭回廊の

正面の門跡です。雨水を受

ける北側の雨落溝と、門の

内側で行なわれた地鎮の宝

具を埋納した儀式跡が見つ

かっています。この跡は内

裏の中軸線上にあります。

内裏紫宸殿跡

内裏の正殿で公的行事の

場です。天皇が出御して国

家の重要な儀式が執り行な

われました。


